
いちごドリルプリント

細胞・光合成・体のしく
み 名前

問1 外界からの刺激を受け取ってから、自分の意志で意識的な反応を起こすまでの信号の伝達経路において、刺激を受け取った感覚器官からの信号
を脳やせきずいへ伝える神経を何といいますか。 （2024年 宮城県公立入試 類似）

1. 運動神経 2. 自律神経 3. 中枢神経 4. 感覚神経

問2 食物に含まれるタンパク質が消化管を通る際、その分解に関わる消化液の組み合わせとして最も適切なものはどれですか。 （2020年 大分県公立入試

類似）

1. 胃液、胆汁、小腸の壁の消化酵素 2.
胃液、すい液、小腸の壁の消化酵素

3. 唾液、すい液、胆汁 4. 唾液、胃液、すい液

問3 体内で生じた有害なアンモニアが尿として排出されるまでの過程について、その仕組みを正しく説明しているものはどれですか。 （2024年

沖縄県公立入試 類似）

1. アンモニアが肝臓で尿素に変えら
れ、血液によって運ばれたあと、じ
ん臓でこし取られて排出される。

2. アンモニアがじん臓で尿素に変え
られ、そのまま尿として体外へ直接
排出される。

3. アンモニアがすい臓で尿素に変え
られ、血液によって運ばれたあと、
肝臓で排出される。

4. 尿素がじん臓でアンモニアに変え
られ、血液によって運ばれたあと、
肝臓で排出される。

問4 全身の細胞に酸素が届けられる際、毛細血管から血しょうの一部がしみ出して細胞のまわりを満たし、物質交換の仲立ちをする液体の名称を答
えなさい。 （2025年 神奈川県公立入試 類似）

1. 組織液 2. 細胞質 3. 細胞液 4. リンパ液

問5 植物が光合成によってつくった物質がデンプンであることを確かめるために用いる試薬と、反応後の色の組み合わせとして正しいものはどれで
すか。 （2018年 山口県公立入試 類似）

1. フェノールフタレイン溶液を加え
、赤色に変化する

2. BTB溶液を加え、黄色に変化する 3. ヨウ素溶液を加え、青紫色に変化
する

4. 酢酸オルセイン溶液を加え、赤紫
色に変化する

問6 ヒトなどの動物のからだを構成する細胞（動物細胞）の構造的な特徴について、核と葉緑体の有無の組み合わせとして正しいものはどれですか
。 （2017年 京都府公立入試 類似）

1. 核も葉緑体もある 2. 核も葉緑体もない 3. 核はないが、葉緑体はある 4. 核はあるが、葉緑体はない

問7 植物の根の先端付近にある、細胞が小さく密集して細胞分裂が盛んに行われている部分を顕微鏡で観察します。このとき、細胞内にある「ひも
状の構造物」を詳細に観察するための手順と結果の説明として適切なものはどれですか。 （2022年 長崎県公立入試 類似）

1. ヨウ素液を用いると、細胞内のデ
ンプンが青紫色に染まり、観察しや
すくなる。

2. ベネジクト液を滴下して加熱する
と、糖が反応して赤褐色の沈殿が生
じる。

3. 酢酸オルセイン溶液を用いると、
核や染色体が赤紫色に染まり、観察
しやすくなる。

4. 無染色のまま強い光を当てること
で、細胞壁が浮き上がり、染色体が
見えるようになる。

問8 ヒトが息を吸い込むとき、肺がふくらむ理由として最も適切な説明を選びなさい。 （2023年 北海道公立入試 類似）

1. 横隔膜が下がり、胸郭内の気圧が
外気圧よりも低くなることで、受動
的に空気が流れ込むため。

2. 肋骨が下がることで胸郭が狭まり
、押し出された空気が肺の内部へと
充填されるため。

3. 肺を構成する筋肉が自ら弛緩し、
その力で外部の空気を吸い込むため
。

4. 横隔膜が上がることで肺を圧迫し
、その反動で肺が大きく広がるため
。

問9 植物の根の細胞を顕微鏡で観察した際、隣り合う細胞同士を仕切る最も外側の境界線は、厚くはっきりとした構造として観察される。この構造
の特徴を説明したものとして適切なものはどれか。 （2022年 滋賀県公立入試 類似）

1. 細胞膜の外側に位置し、植物の体
を支える役割を担う。

2. 細胞の内部で大きな袋状になり、
不要な物質を蓄える。

3. 細胞の中心付近に位置し、生命活
動の制御を行う。

4. 細胞の内部に点在し、光エネルギ
ーを利用して養分を作る。

問10 ヒトの心臓の断面を正面から観察したとき、心臓から上部へ向かって伸び、血液を全身や肺へ送り出す太い血管と、外部から心臓の内部にある
心房という部屋へ血液を戻す血管が確認できる。これらの血管の名称と血液が流れる方向の組み合わせとして正しいものはどれか。 （2022年

東京都公立入試 類似）

1. 心房から外部へ血液を送り出す血
管が動脈であり、外部から心室へ血
液が戻る血管が静脈である。

2. 心房から外部へ血液を送り出す血
管が静脈であり、外部から心室へ血
液が戻る血管が動脈である。

3. 心室から外部へ血液を送り出す血
管が静脈であり、外部から心房へ血
液が戻る血管が動脈である。

4. 心室から外部へ血液を送り出す血
管が動脈であり、外部から心房へ血
液が戻る血管が静脈である。

問11 肺の内部が、気管支の先端にある無数の小さな袋で満たされていることによる利点として、最も適切な説明を選びなさい。 （2026年 兵庫県公立入試

類似）

1. 空気と触れる全体の表面積を大き
くすることで、血液とのガス交換を
効率よく行うことができる。

2. 肺全体の質量を軽くすることで、
肺を動かす筋肉の負担を減らすこと
ができる。

3. 肺胞の膜の厚みを増すことで、外
部からの衝撃に対して肺の組織を保
護することができる。

4. 毛細血管の数をあえて少なくする
ことで、血液が急激に冷やされるの
を防ぐことができる。

問12 デンプン溶液を入れた試験管に唾液を混ぜ、ヒトの体温に近い約40℃でしばらく放置した後の溶液の性質について、正しく述べたものはどれで
すか。 （2014年 北海道公立入試 類似）

1. 唾液に含まれるホルモンがデンプ
ンをブドウ糖に変えるため、ベネジ
クト液を加えて加熱すると青色のま
ま変化しなくなる。

2. アミラーゼがデンプンを吸収して
消滅させるため、ベネジクト液を加
えて加熱すると赤褐色の沈殿ができ
る。

3. アミラーゼがデンプンを分解する
ため、ヨウ素液を加えても色の変化
が見られなくなる。

4. アミラーゼがデンプンを合成する
ため、ヨウ素液を加えると濃い青紫
色に変化するようになる。

問13 生物の体内でつくられ、それ自体は変化せずに特定の化学反応を速めるはたらきを持つ物質を「酵素」といいます。このうち、食物を吸収しや
すい大きさの物質に分解するはたらきを持つものを何といいますか。 （2020年 鹿児島県公立入試 類似）

1. ホルモン 2. 消化酵素 3. ヘモグロビン 4. 栄養素
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答え合わせ・解説
問1 答え 4

感覚神経
感覚器官（目や耳など）が受け取った刺激は、末梢神経の一つである感覚神経を通って中枢神
経（脳やせきずい）へと伝えられます。反対に、脳やせきずいからの命令を筋肉などの運動器
官へ伝えるのは運動神経です。

問2 答え 2
胃液、すい液、小腸の壁の消化酵素

タンパク質の消化は胃から始まります。まず胃液に含まれる酵素によって分解され、次に十二
指腸に分泌されるすい液、そして最終的に小腸の壁にある消化酵素の働きを受けることで、吸
収可能な大きさまで分解されます。唾液はデンプンを分解し、胆汁は脂肪の消化を助ける働き
を持ちますが、タンパク質を分解する酵素は含まれていません。

問3 答え 1
アンモニアが肝臓で尿素に変えられ、血液に
よって運ばれたあと、じん臓でこし取られて
排出される。

タンパク質が分解されてできた有害なアンモニアは、まず肝臓で毒性の少ない尿素につくり変
えられます。その後、尿素は血液によってじん臓へ運ばれ、そこで血液中からこし取られるこ
とで尿となり、体外へ排出されます。各器官の役割（肝臓での解毒、じん臓での排出）を区別
することが重要です。

問4 答え 1
組織液

血液成分である血しょうの一部は、毛細血管の非常に薄い壁を通り抜けて血管の外へしみ出し
、細胞の周囲を満たします。この液体を組織液と呼び、血液と細胞の間で酸素や二酸化炭素、
養分や不要な物質を受け渡す役割を担っています。

問5 答え 3
ヨウ素溶液を加え、青紫色に変化する

ヨウ素溶液は、デンプンに反応して青紫色に変化する性質を持つ試薬です。この性質を利用す
ることで、光合成によって葉の中にデンプンが作られたかどうかを調べることができます。酢
酸オルセイン溶液は細胞核の染色に、BTB溶液は水溶液の液性の判定に用いられます。

問6 答え 4
核はあるが、葉緑体はない

ヒトを含む動物の細胞は、生命活動の生命維持や遺伝に関わる「核」を持っています。一方で
、植物のように日光を受けて光合成を行う必要がないため、光合成の場となる「葉緑体」は持
っていません。このように、核はあるが葉緑体はないという点が、植物細胞と比較した際の動
物細胞の大きな特徴です。

問7 答え 3
酢酸オルセイン溶液を用いると、核や染色体
が赤紫色に染まり、観察しやすくなる。

根の先端付近には細胞分裂が活発な組織があり、そこでは核が変化してひも状になった染色体
を見ることができます。酢酸オルセイン溶液や酢酸カーミン溶液などの染色液を使用すること
で、これらがはっきりと染まり、分裂の各段階を詳しく観察できるようになります。

問8 答え 1
横隔膜が下がり、胸郭内の気圧が外気圧より
も低くなることで、受動的に空気が流れ込む
ため。

肺には自ら動く筋肉がないため、周囲の気圧変化によって受動的に動かされます。息を吸うと
きは、横隔膜が下がり肋骨が上がることで胸郭の容積が大きくなります。すると胸郭内の気圧
が周囲の気圧（外気圧）よりも低くなるため、気圧の高い方から低い方へと空気が流れ込み、
肺が押し広げられます。

問9 答え 1
細胞膜の外側に位置し、植物の体を支える役
割を担う。

顕微鏡で観察される植物細胞の厚い境界線は細胞壁である。細胞壁は細胞膜の外側に作られる
丈夫な壁であり、個々の細胞の形を保つとともに、植物全体の体を支える柱のような役割を果
たしている。動物細胞にはこの構造が存在しないため、植物特有の観察ポイントとなる。なお
、中心にあるのは核、養分を作るのは葉緑体、不要な物質を蓄えるのは液胞である。

問1
0

答え 4
心室から外部へ血液を送り出す血管が動脈で
あり、外部から心房へ血液が戻る血管が静脈
である。

血管の名称は、血液が流れる方向によって決まります。心臓の心室から収縮によって血液が「
送り出される」側の血管が動脈です。一方、全身や肺などの各器官から心臓の心房へ血液が「
戻ってくる」側の血管は静脈と呼ばれます。心臓を正面から見たとき、心室から上部へ向かっ
て伸びている太い血管は、全身や肺へと血液を運ぶ動脈としての役割を担っています。

問1
1

答え 1
空気と触れる全体の表面積を大きくすること
で、血液とのガス交換を効率よく行うことが
できる。

肺胞が無数の小さな袋として存在することで、肺全体の表面積が非常に大きくなる。この広い
面積によって、肺胞を取り囲む毛細血管内の血液と、取り込んだ空気との間で行われる酸素と
二酸化炭素の交換（ガス交換）が極めて効率的に行われる仕組みになっている。

問1
2

答え 3
アミラーゼがデンプンを分解するため、ヨウ
素液を加えても色の変化が見られなくなる。

唾液に含まれる消化酵素であるアミラーゼは、デンプンを分解して別の物質（麦芽糖など）に
変えるはたらきを持っています。十分に時間が経過してデンプンが分解されると、デンプンに
反応して青紫色を示す性質を持つヨウ素液を加えても、反応が見られなくなります。なお、消
化に関わるこの物質は酵素であり、ホルモンではありません。

問1
3

答え 2
消化酵素

生物の体内で化学反応を助ける触媒の役割を果たす物質を「酵素」と呼び、特に食物の分解に
関わるものを「消化酵素」と呼びます。唾液に含まれるアミラーゼなどがその代表例であり、
体外であっても条件さえ整えばデンプンなどの大きな分子を分解する働きを維持します。


